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Fig･4 対角要素と,非対角要素を切 り離して randomjze したときの
最近按 レベル分布の変化｡










で境界自由端とする｡ポテンシャル tK )は modifiedBerneullimap
(
xn十1-Xn･ 2B ~ 1(i-26)･XnB･e (o≦xn-<三)
xn.1-Xn - 2 B-1( 1-26)(1-Xn)B-6 (i<xn≦1)
を使-て 0-<X n -<号 のとき V nニー 1,号<x n ≦1のとき V-1とシンボル化するoここでn
Bは分岐パ ラメーター, Eは摂動である｡
modifiedBernoullimapの相関関数 C(≠)は,
C(i)～ e~atγ B,言 e≧灯 8
となることが示されている｡このような長距離相関をもつランダム場中のエネルギーレベルや
波動関数の性質を調べようと考えている｡
エネルギースペクトルの容量次元 ･エントロピー 次元 ･相関次元を調べたところ,次元が1
より小さくなり特異次元が存在することがわかった｡(図1)
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図2.波動関数の局在性o lは伝達行列の固有値を示すO ス- ekNスとなることがわかる｡
(B-i.7, 6-10-8,N-20000)
chaosにおける量子古典対応の回復 とその問題点
京大 ･理 足立 聡,戸田幹人
京大 ･基研 池田研介
この研究は, ｢量子系に加えられた くUnitaryな Noise" (一他の自由度からの擾乱 )
は非可積分系の量子古典対応を回復する｡｣ という主張をする｡
まず,非可積分系の量子古典対応の回復を議論する前提となるその破れについて説明したいo
計算がなされる Modelは StandardMapである :
十co
H -三p2+Kco s O ∑8 ( i- n )n=~oo
この Hamiltonianを古典/量子力学で扱 うと古典/量子 StandardMap (CSM/QSM)が導
かれる:
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